
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度大阪府中学生学び 

チャレンジテストの結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏原市教育委員会 

 

 



本冊子の構成 

１．調査の目的 

 

２．調査概要 

 

３．各学年・教科別の調査結果 

 

４．各学年・教科別のアンケート調査結果 

 

５．今後の取組み 

 

●理科・社会に関しては、受検した学校数が限られており、学校が特定される

可能性があるため公表しません。 

１．調査の目的 

 

（１）大阪府教育委員会が、府内における生徒の学力を把握・分析することに

より、大阪の生徒の課題の改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題

を検証し、その改善を図る。 

（２）大阪府教育委員会が、調査結果を活用し、大阪府公立高等学校入学者選

抜における評定の公平性を担保する方策（「評定の範囲」の作成）につい

て検証する。 

（３）市町村教育委員会や学校が、府内全体の状況との関係において、生徒の

課題改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証し、その改善を

図るとともに、そのような取組みを通じて、学力向上のための PDCA サ

イクルを確立する。 

（４）学校が、生徒の学力を把握し、生徒への教育指導の改善を図る。 

（５）生徒一人ひとりが、自らの学習到達状況を正しく理解することにより、

自らの学力に目標を持ち、また、その向上への意欲を高める。 

 

２．調査の概要 

 

（１）調査日   平成２７年１月１３日（水） 

（２）対象学年  中学校１年生・中学校２年生の全生徒 

（３）調査内容  中学校１年生 国語と数学と英語・アンケート調査 

中学校２年生 国語と数学と英語と理科ＡＢと社会ＡＢ 

Ｃ・アンケート調査 



 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



５．今後の取組み 

 

１．調査結果の取り扱い 

  本年度初の取組みとなる大阪府中学生チャレンジテストについて、全国学

習学力状況調査と同様、指導方法の工夫改善に努める為、調査結果を公表す

る。 

  本調査の結果分析をとおして課題を明らかにし、今後の指導の改善につな

げることとする。また、各学校においても分析をおこない、学校全体の学力

状況の傾向や自校の課題について、全教職員で共有することが大切である。

これらをふまえ、調査結果の数値にとらわれることなく、分析結果からフィ

ードバックした指導方法の工夫改善を行い、日々の授業を充実させる。 

 

２．調査結果から明らかになった成果と課題 

２－１調査結果分析 

大阪府平均得点に対して低い得点であった項目について、平均からの乖

離率の高い項目を掲出する。 

※乖離率＝{（柏原市平均／大阪府平均）－１}×１００ （％） 

【中学校１年生】 

成果 

国語：伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（＋３％） 

課題 

数学：図形に関する能力を育成すること（－８％） 

記述式の問題形式に対応する力を育成すること（－１１％） 

英語：書くことに関する能力を育成すること（－１４％） 

外国語表現の能力を育成すること（－１４％） 

記述式の問題形式に対応する力を育成すること（－１４％） 

【中学２年生】 

成果 

国語：伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（＋４％） 

言語についての知識・理解・技能（＋４％） 

社会Ａ：歴史的分野（＋５％） 

資料活用の技能（＋５％） 

社会Ｂ：地理的分野（＋８％） 

歴史的分野（＋２０％） 

社会的な思考･判断･表現（＋８％） 

資料活用の技能（＋６％） 



社会的事象についての知識・理解（＋１５％） 

選択式（＋６％） 

短答式（＋２４％） 

記述式（＋１２％） 

社会Ｃ：地理的分野（＋７％） 

理科Ａ：生物的領域（＋５％） 

自然現象についての知識・理解（＋６％） 

 

課題 

数学：数と式に関する能力を育成すること（－６％） 

図形に関する能力を育成すること（－８％） 

数学的な見方や考え方を育成すること（－１４％） 

数学的な技能を育成すること（－６％） 

短答式の問題形式に対応する力を育成すること（－７％） 

記述式の問題形式に対応する力を育成すること（－６％） 

英語：聞くことに関する能力を育成すること（－６％） 

読むことに関する能力を育成すること（－８％） 

書くことに関する能力を育成すること（－２０％） 

外国語表現の能力を育成すること（－２０％） 

外国語理解の能力を育成すること（－８％） 

言語や文化についての知識・理解を育成すること（－９％） 

選択式の問題形式に対応する力を育成すること（－６％） 

短答式の問題形式に対応する力を育成すること（－１７％） 

記述式の問題形式に対応する力を育成すること（－２０％） 

社会Ｃ：短答式（－１０％） 

理科Ｂ：生物的領域（－６％） 

地学的領域（－７％） 

科学的な思考・表現（－１１％） 

自然現象についての知識・理解（－９％） 

選択式（－５％） 

短答式（－１３％） 

記述式（－１５％） 

 

２－２課題 

  【数学】中学１年生・２年生に共通している項目として、図形に関する能

力を育成すること、記述式の問題形式に対応する力を育成する必



要性がある。 

【英語】中学１年生・２年生に共通している項目として、書くことに関する

能力を育成すること、外国語表現の能力を育成すること、記述式の

問題形式に対応する力を育成する必要性がある。 

 

３．指導方法の工夫改善について 

Ａ：基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着 

Ａ－１ わかりやすい授業の実践 

Ａ－２ 生徒の個別の課題に応じた繰り返し学習 

 

Ｂ：学習規律と学習習慣の定着 

Ｂ－１ 「授業のきまり・ルール」の共通理解と実践 

Ｂ－２ 自学自習力の育成 

 


